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１．はじめに 

2018 年 9 月 6 日北海道胆振東部地震では、勇払郡

むかわ町を震源とする震度 7 の地震が発生し、厚真

町を中心に多数の斜面崩壊が発生した。崩壊箇所を

斜面形態で分類すると、0 次谷などの集水地形を呈

する箇所で比較的多くの崩壊が発生している。また、

多くの崩壊が表層に堆積するテフラを主体とする土

層すべりである。発災直後の現地調査では、高含水状

態の崩積土砂や流動化した土砂などが確認されてい

ることから、一部の斜面崩壊に地下水が寄与した可

能性が示唆される。しかし、崩壊時の地下水位の詳細

は不明であり、斜面崩壊と地下水の因果関係につい

ては十分な検討がなされていない。 
そこで、本検討では崩壊後に取得された LP

（ground）データと地形・地質条件をもとに、GIS を

用いて地形解析をすることで、厚真川流域（主に崩壊

の発生した厚真川中上流域）の地下水面を復元し、地

下水と斜面崩壊との関係性を考察した。以下ではそ

の結果と今後の展開方針を報告する。 
２．地震発生前の降雨状況 

地震発生前の 9/4～9/5 には台風 21 号が日本海沿

岸を通過したため、厚真町では 4 日に 0.5 ㎜、5 日に

11.5 ㎜の降雨が記録されている。また、7 月上旬お

よび 8 月中旬にはまとまった降雨が記録されており、

例年と比較し累積降雨量が多い状況にあった（図 1）。 

図 1 厚真市の降水量（2018/7～12） 

 

３．厚真川流域の地形・地質概要 

3.1 地形概要 

厚真川中上流域は主に丘陵地からなり、開析谷が

密に分布している。丘陵地は最終氷期の凍結融解作

用により、表層部（テフラの一部や表層の岩盤）が削

剥され小起伏侵食地形(周氷河地形)を形成しており、

稜線は緩斜面をなす。その一方、河川・沢沿いの斜面

は、完新世以降の温暖化と多雨化による侵食を受け、

遷急線を境に概ね 30°以上の急傾斜をなしている。 
 

3.2 地質概要 

主に新第三系の堆積

岩を基盤岩とし、丘陵

地の表層には複数枚の

降下テフラが堆積して

いる。それらのうち、

約 9 千年前に堆積した

Ta-dと約2万年前に堆

積した En-a は粗粒な

軽石主体でそれぞれ最

大 100cm 以上の層厚

を持ち、本地域の主要な 
表層堆積物である。 

また、Ta-d 及び En-a の基底部は一部粘土化し難

透水層を形成している(3。 
 
４．地下水面の推定 

4.1 地下水面の推定手法 

地下水面を推定する上で、以下の仮定を設けた。 
①源頭部より下流は常に水が流れている（図 4）。 
②地形に関係なく、Ta-d 及び En-a はテフラ等層厚

マップどおりに堆積している（図 3）。 
③En-a の基底以深は難透水層が分布し、定常（水の

涵養量と浸出量が釣り合っている状態）時は難透

水層より上位に地下水位が位置する。 

図 4 斜面を構成する地形単位 

以下のフローに従い、地下水面を推定した。 
(ⅰ) 地形解析から源頭部を抽出。 
(ⅱ) 源頭部より下流の水系網を作成。 
(ⅲ) 水系網に標高を付与し、内挿(natural neighbor)

することで河川水面を作成（図 5 パターン①）。 
(ⅳ) 透水層（Ta-b,En-a）の基底面を連ねた難透水層

面を作成。 
(ⅴ) 河川水面で推定できていない斜面～尾根部を当

該区間の水理地質構造を加味した難透水面で補完

し推定地下水面を作成（図 5パターン②、図 6下）。 

図 3 崩壊地分布と 
 Ta-d,En-a 等層厚マップ 1)2) 

例年より 25%増 



図 5 推定地下水面のイメージ 

図 6 上：微地形表現図 下：推定地下水面図 

4.2 推定した地下水面の妥当性検討 

推定した地下水面の妥当性を検証するため、東和

川で実施されたボーリング調査による地下水面（パ

ターン①、②）とを比較した（図 7）。 
低地部では、推定地下水面（パターン①、②ともに）

とボーリング地下水位は概ね合致している。斜面部

の地下水は、パターン②で最大 3m 程度の水位差を

示すものの水位の傾向は合致している。この結果を

みると、当該区間の水理地質構造を加味することで、

より実現象に近い地下水面を復元できたと考えられ

る。 

図 7 観測水位との比較 

 

５．斜面崩壊と地下水特性の関連性検討 

崩壊斜面における地下水の影響度を評価するため、

地下水の集水面積(難透水層上面の水の集まりやす

さ)と表流水の集水面積(地形面)の比を崩壊斜面と非

崩壊斜面とで比較した。

なお、集水面積として、

累積流量値（FA）を用い

た（図 8）。指定する地点

は崩壊斜面の場合は崩

壊ポリゴンの最上部付

近とし、未崩壊斜面は隣

接する崩壊斜面で指定

した地点と同標高付近

とした。比較の結果、非

崩壊斜面と崩壊斜面の

FA 比に有意な差異は認められなかった。 

図 8地下水特性の検討イメージ（下）と FA 比較図（上） 

７．今後の展開 
勝見(1987)では厚真地域と同様な地質状況（表層

に Ta-d,En-a が分布）の地域において、降雨及び融

雪により地表付近まで地下水位が上昇することを確

認している。また、発災前の 2 カ月間の累積降雨量

は例年と比較し 25％以上多い状況であった（図 1）。
これらの結果を踏まえ、試行的に一部地域で地下水

位が表層付近まで上昇したと仮定した場合（非定常

時）の推定地下水面を作成し、同様の手法で FA の比

較を行った。その結果、崩壊斜面の FA の方が非崩壊

斜面の FA と比較し 1 割程度大きい値を示し、地下

水の関与を示す結果が得られた（図 9）。 
今後、融雪期や多雨期の地下水観測結果を反映さ

せ、崩壊斜面と地下水との関係性を考察していく。 

図 9 非定常地下水のイメージ（上）と FA 比較図（右） 
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